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数種の褐藻およびキノコの可溶性、不溶性食物繊維画分のin vitro におけるタンパク質のペプシ

ン消化におよぼす影響
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【目的】私達は褐藻（コンブ、ワカメ、ヒジキ）および牛ノコ（シイタケ、ヒラタケ、ヤナギマツタケ）の全食物繊

維( ■）)量が、Proskyらの方法で全酵素処理を省いても測定できる（無酵素法）こと、さらに、無酵素法で可溶性｛

SDF)、 不溶性（ID!7）に分けて食物繊維を測定すると、褐藻には多量のSDF  (TDF の40-62％)含まれるのに対して、キ

ノコには多量（同92-95%) のIDF が含まれることを報告してきた1 ．今回は、これらの食品のSDF 、IDFを無酵素法

で分画し、これらの、タンパク質のペプシン消化におよぼす影響をin vitroで調べたので報告する。

l方法1 褐藻およびキノコの乾燥粉末をリン酸緩衝液と共に97°Cで30分加熱後、PHを4.5 に調整し、ガラスフィルタ

ー（2G-5) で口過、または遠心し、ロ液（上澄）および残査（沈澱）のEtOH 沈澱物それぞれをEtOH 、アセトンで

洗条後、乾燥、粉砕したものを、それぞれSDF 、IDF画分とした。 sue画分には、褐藻で3-6% 、キノコで14-24  X、

IDF画分には、褐藻で15-38% 、 キノコで17-42% のKjeldahl protein が含まれており、予めprotease 、pepsin

処理しても殆んど除去できなっかった。タンパク質のペプシン消化反応はAnson　 法によった。食物繊維の影響は、

酵素反応系に乾燥粉末そのまま、またはSDF 、IDF 画分をそれぞれ5iig%(W/V)になるように添加して消化酵素反応3

分、37℃ をおこない、無添加時のそれに対する阻害率をみることにより調べた。

【結果1 タンパク質消化反応は、褐藻粉末により23-36% 、それらのSK' 画分により62-99 ％、IDF画分により16-30%

、また、キノコの粉末により5-20% 、それらのSDF 画分により54-87%、IDF 画分により17-21％、それぞれ阻害された。

このように、褐藻およびキノコ、およびそのSDF 画分、IDF 画分はみなタンパク質消化を阻害したが、特にsoe 両分

による阻害が大きいことが認められた。
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水 溶 性 食 物 繊 維 に よ る 腸 内 細 菌 叢 の 変 動
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〔 目的〕演者は水溶性食物繊維の生理効果を理解する目的で実験動物（ ラット ）において

消化管粘膜表層の形態的変化，ビタミンおよびミネラルの出納などについて研究を進めて

いる。今回は盲腸内菌叢の検索を試みた。飼料中の水溶性食物繊維源をいろいろと変えた

場合， 腸内菌叢および菌数が影響を受けることを観察した。 同時に，盲腸内で水溶性食物

繊維が発酵を受けて生じる有機酸についても測定した。

〔 方法〕６週齢のSD   系雄ラット30 匹を次の群に分けて ４週間飼育したのち， 盲腸内

容物を嫌気的に採取した。（1) 対照群（52 セルロース食 ）（2 ）n プルラン食群

（3)   10% プルラン食群　(4)  m ポリテキストa  ―ス食群　(5 〉10%ペクチン食群。菌
叢は光岡の方法に準じて測定した。有機酸（ 短鎖脂肪酸）は盲腸内容物を脱イオン水で

20-100 倍に希釈し，遠心分離した上清をイオンクロマトアナライザーによって測定した。

〔 結果〕対照群ラットの最優勢菌叢はBacteroldaceae,  Eubacterium,  Peptococcaceae,
Bifidobacteriu・ などの嫌気性菌で占められた。対照群と比較して， プルラン食群は

Streptococcus, LactobaciHus,  Bifidobacteriu・ などの乳酸産生菌の占有率が明らかに

増加し，Eubacterium 菌の占有率が減少した。102 ポリテキストロース食群では

Streptococcus, Peptococcaceae 菌の占有率が増加し，Lactobacillus,   Clostridium,

Bifidobacterium はむしろ減少した。10^ ペクチン食群ではBacteroidaceae や好気性菌

のEnterobacteroidaceae が増加し，103; ポリテキストロース食群と同様に

Lactobacillus, Clostridium,  Bifidobacterium 菌の占有率が滅少した。


